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農業委員会だより

遊休農地の状況を確認

　
北
上
市
農
業
委
員
会
実
施
の
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル(

農
地
利
用
状
況
調
査)

は
８
月
29

日
か
ら
９
月
12
日
ま
で
の
９
日
間
に
わ
た

り
、
市
内
全
域
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
食
料
の
生
産
基

盤
で
あ
る
優
良
農
地
の
確
保
と
有
効
利
用

に
向
け
、
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
が
協
力
し
、
各
日
２
班
体
制
で

行
い
ま
し
た
。

　
農
地
に
雑
草
が
茂
っ
て
い
た
場
合
や
、

耕
作
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
場
合
は
図

面
に
記
録
し
、
利
用
が
可
能
な
農
地
か
、

再
生
困
難
な
遊
休
農
地
か
を
分
類
し
ま
す
。

同
パ
ト
ロ
ー
ル
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、

農
業
委
員
会
は
土
地
の
所
有
者
に
対
し
農

地
の
利
活
用
を
指
導
し
、
遊
休
農
地
の
解

消
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
も
、
市
外
在
住
者
や
農
業
に

従
事
し
た
こ
と
の
な
い
人
が
農
地
を
相
続

す
る
こ
と
で
、
農
地
が
管
理
さ
れ
な
く
な

り
、
遊
休
農
地
化
す
る
農
地
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
を
守
り
、
次

世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
優
良
農
地
の

確
保
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　(

農
業
委
員
　
伊
藤
　
義
明)

　
北
上
市
農
業
委
員
会
は
、
次
の
世
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
農
村
文
化
を
守
り
、

食
と
農
の
大
切
さ
を
伝
え
る
た
め
農
作
業

の
体
験
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
29
年
度

は
リ
ン
ゴ
の
摘
果
作
業
と
収
穫
作
業
の
体

験
で
す
。

　
６
月
18
日
は
、
口
内
町
舘
沢
の
大
小
池

果
樹
園
で
小
学
生
の
親
子
12
家
族
35
人
が

青
空
の
下
、
リ
ン
ゴ
の
摘
果
作
業
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

　
初
め
に
大
小
池
果
樹
園
の
昆
野
夫
妻
か

ら
、
摘
果
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
摘
果
と
は
、
枝
に
５
～
６
個
つ
い
て

い
る
小
さ
な
リ
ン
ゴ
の
中
か
ら
大
き
い
も

の
だ
け
を
残
し
、
甘
く
て
大
き
な
リ
ン
ゴ

を
育
て
る
た
め
の
大
切
な
作
業
で
す
。
説

明
を
聞
き
な
が
ら
、
親
子
一
緒
に
広
い
園

地
で
の
体
験
作
業
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
作
業
後
は
、
摘
果
し
た
リ
ン
ゴ
を
子

ど
も
た
ち
が
集
め
る
ゲ
ー
ム
を
実
施
。

４
０
０
個
以
上
の
リ
ン
ゴ
を
集
め
ま
し
た
。

ま
た
、
昆
野
さ
ん
手
作
り
の
ア
ッ
プ
ル

ケ
ー
キ
を
ご
ち
そ
う
に
な
り
な
が
ら
、
参

加
者
同
士
で
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
参
加
し
た
県
外
出
身
の
お
母
さ
ん
は

｢

初
め
て
北
上
の
里
山
と
リ
ン
ゴ
に
ふ
れ

あ
い
、
楽
し
い
体
験
で
し
た｣

と
話
し
て

い
ま
し
た
。
次
回
は
10
月
22
日
に
、
リ
ン

ゴ
の
収
穫
体
験
を
行
う
予
定
で
す
。

　
　
　
　(

農
業
委
員
　
髙
橋
　
民
行)

食
育
・
食
農
体
験
活
動

リ
ン
ゴ
の
摘
果
作
業
体
験

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施調査を行う農業委員と農地利用最適化推進委員

農地パトロール中

昆野さんの説明を聞きながら作業する小学生

アップルケーキをいただきました りんごの摘果作業体験中！
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◆農業や農業委員会に関することなどは地域の農業委員や農業委員会事務局に、気軽にご相談ください。  
問い合わせ    北上市農業委員会事務局 ( 本庁舎３階 )    ☎ 72-8247  

 ■審議データ

農地の権利移転・利用権設定等審議内容
上段　審議件数　下段　面積(㎡)

◎農地法３条…農地の所有権、賃借権などの権
　利を設定または移転する場合
◎農地法４条…自己所有農地を転用する場合
◎農地法５条…農地の所有権、賃借権などの権
　利を設定または移転して転用する場合
◎農地法適用外証明…農地を20年以上他の目的
　に使用しており農地の復元が不可能な場合
◎農用地利用集積計画…農地の所有権、賃借権
　などの権利を設定または移転する場合で受け
　手側が大規模農家の場合

農地法 ６月 ７月 ８月
３条 0 2 5

0 62,672 16,898
４条 2 1 0

1,330 314 0
５条 7 10 6

5,657 3,651 3,485
適用外証明 5 5 5

2,229 866 1,649
農用地利用 6 5 3
集積計画 26,173 9,552 713

　
北
上
市
農
業
委
員
会
主
催
の｢

農
地
の

日｣
の
活
動
と
な
る
農
地
法
等
研
修
会
は

６
月
９
日
、
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
岩
手
県
農
業
会
議
が
定
め
た｢

農
地
の

日｣

に
ち
な
み
、
県
民
の
食
料
・
農
業
に

対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
る
た
め
、
市

を
含
め
た
県
内
の
農
業
委
員
会
が
多
彩
な

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
研
修

会
に
は
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
48
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
研
修
の

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
①
農
地
の
移
動
に
つ
い
て

　
②
農
地
転
用
に
つ
い
て

　
③
農
地
中
間
管
理
事
業
に
つ
い
て

　
農
業
委
員
会
の
現
場
活
動
に
不
可
欠
な

農
地
法
な
ど
の
法
律
知
識
の
習
熟
を
目
的

と
し
た
研
修
会
で
あ
る
た
め
、
参
加
者
は

真
剣
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
で
得
た
知
識
を
生
か
し
、

今
後
の
活
動
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　(

農
業
委
員
　
松
田
　
悦
子)

｢

農
地
の
日｣

の
活
動

｢農地の日｣の活動の研修会に臨む参加者

平
成
29
年
度

農
業
委
員
先
進
地
視
察
研
修

　
北
上
市
農
業
委
員
の
先
進
地
視
察
研
修

は
７
月
４
日
か
ら
３
日
間
、
石
川
県
能
登

町
と
輪
島
市
・
金
沢
市
な
ど
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
お
け
る

農
業
の
活
用
事
例
や
、
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド

化
の
先
進
地
事
例
を
視
察
研
修
し
て
き
ま

し
た
。

　
昨
年
度
、
き
た
か
み
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
が
発
足
し
、
農
村
や

山
村
な
ど
で
自
然
や
文
化
を
楽
し
む
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
活
動
を
本
格
化
さ
せ

ま
し
た
。
ま
た
、
二
子
さ
と
い
も
協
議
会

が
設
立
さ
れ
、
市
特
産｢

二
子
さ
と
い
も｣

の
地
理
的
表
示(

Ｇ
Ⅰ)

保
護
制
度(

※)

に
よ

り
生
産
振
興
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
能
登
町
の
春
蘭
の
里
は
、
農
家
を
改
築

し
た
民
宿
に
宿
泊
し
、
農
作
業
な
ど
田
舎

生
活
を
体
験
す
る
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
よ
る
、
都
市
住
民
と
の
交
流
や
集
落
の

景
観
保
全
を
展
開
。
47
軒
の
農
家
民
宿
を

活
用
し
、
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
修

学
旅
行
生
の
受
け
入
れ
、
海
外
か
ら
の
観

光
客
誘
致
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
四
季

を
通
じ
て
農
村
生
活
が
体
験
で
き
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
設
定
す
る
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み

で
行
っ
て
い
る
村
お
こ
し
の
姿
を
学
び
ま

し
た
。

　
ま
た
、
世
界
農
業
遺
産
に
登
録
さ
れ
て

い
る
輪
島
市
の
白
米
千
枚
田
で
は
、
棚
田

を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
、
金
沢
市
で
は

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
進
め
方
を
学
び

ま
し
た
。
ど
の
事
例
も
市
の
今
後
の
活
動

に
も
大
き
く
役
立
つ
有
意
義
な
視
察
研
修

と
な
り
ま
し
た
。

(

農
業
委
員
　
小
田
嶋
　
勝
治)

※
地
理
的
表
示(

Ｇ
Ｉ)

保
護
制
度
…
地

域
特
性
を
生
か
し
た
産
品
を
知
的
財
産

と
し
て
国
が
保
護
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

農業委員会だより
編集委員の皆さん
お疲れさまでした

　今月号で編集委員長、副委員長を除

く６人の編集委員の任期が終了します。

今までお疲れさまでした。

編集委員　

伊藤義明、小田嶋勝治、児玉雅彦、髙

橋民行、千田喜美子、松田悦子

編集委員の皆さんありがとうございました


